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数学科×保健体育科における教科横断型学習 

「睡眠時間が短いと社会の経済に損失を与える」のは本当か？ 

１．実施日 保健体育科 令和５年１０月２０日（金）２校時 ９：５０～１０：４０ 

 数学科   令和５年１１月２０日（月）２校時 ９：５０～１０：４０ 

２．場 所 小国高校 １－１教室 

３．参加者 第１学年２５名 

４．授業のねらい 

 保健で学習した「休養・睡眠と健康」で睡眠の重要性を理解し、睡眠不足がどう社会に影響

を与えるのかを考え、生活習慣の見直しと将来の働き方を考えるきっかけになるよう考えてほ

しい。 

５．メインの課題（教科横断型学習の柱となる問い） 

「睡眠時間が短いと社会の経済に損失を与える」のは本当か？ 

６．授業手法 知識構成型ジグソー法による授業 

７．エキスパート資料の概要 

保健体育科 数学科 

エキスパートＡ

「日本人は睡眠時間が短い？」

日本人は労働時間が長いことや長すぎる通勤

時間などで睡眠時間が短く結果として、仕事

のパフォーマンス低下や生産性が落ちてしま

うことを理解する。

エキスパートＢ

「睡眠不足による体への影響」

睡眠不足は免疫に悪影響を与えること、ワー

キングメモリ（作業記憶）が低下してしまう

ことを理解する。

エキスパートＣ

「睡眠不足が原因で事故が多発？」

睡眠不足が１つの原因で世界的な大きな事故

（スペースシャトル墜落やチェルノブイリ原

発事故）が起きたこと、交通事故による企業

損失が多額であることを知る

エキスパートⅮ

「よく眠る会社が勝つ！？」

大企業で睡眠に関する健康経営を実践してい

る会社が多いこと、睡眠の時間と質を確保し

ている企業ほど利益率が向上していることを

知る。

エキスパートＡ

・「1 日の平均睡眠時間」・「睡眠で充分休

養がとれている者の割合」のデータ読み取り

・「睡眠不足と感じる人 2 割、日中眠気を感

じる人 3割」説明

エキスパートＢ

・「睡眠時間に正解なし。人によって日によ

って違う。」

・睡眠時間は「必要睡眠時間」と「適正睡眠

時間」の 2種類ある。

・必要睡眠時間は遺伝的影響が 30~50% のこ

りは環境要因

エキスパートＣ

・睡眠時間は短くても長くても死亡リスクを

高める。

・適切な睡眠は時間の長さではなく、昼間の

状態で判断する。

８．一連の学習で目指すゴール 

 睡眠の重要性を理解し、自分の生活習慣を見直す。睡眠不足による経済損失が大きいこと、

過労死や重大な事故に繋がってしまう危険性があること理解してほしい。 

９．授業前後の生徒の解答の変化 

34



生徒 授業前 授業後 

１ 本当だと思う。(no.20） 

やる気がわかず、仕事や行動力がなく

なる。眠くて物を買いに行く元気がな

くなる。 

睡眠時間が短いと、判断力、集中力の

低下と死亡リスクが上昇する等、メリ

ットがなく完全にデメリットしかなく

大事な場面でミスをしてしまったりす

るリスクがあるので、社会経済には確

実に損につながると思った。 

２ 本当ではないと思う。（no.23) 

寝ないで働けば経済が回るから。 

短いだけが悪いわけではないが、短い

と体や心の疲労がとれないため病にか

かりやすくなるなど、死亡リスクがあ

がるため、本当だと言える。 

３ 本当だと思う。（no.13) 

居眠り運転での事故。集中力が下が

る。過労死、体調不良で働けない。 

理想の睡眠時間は７時間だと考えた

が、それでも日中に眠気を感じること

が多いと分かったので、それより短い

時間だと損失を与えるかもしれないと

思った。 

10．授業者の感想、授業における工夫、学習の成果、今後への課題 

 高校生は睡眠時間が短い傾向があり、今後の生活習慣を見直すいいきっかけになればいいと

思った。睡眠不足が経済に与える影響は数兆円規模であることや自分自身の過労や事故に繋が

ってしまう危険性があることを理解してもらうことができた。 

 資料の作成では生徒に分かりやすいものを提示しようと心がけて作成したが、専門用語や文

字の量が多く、限られた時間で読み解くのは難しかった生徒もいたと思う。実際のデータやグ

ラフなどをもう少し増やせば分かりやすかったのではないかと思う。

保健と数学なので共通するようなテーマの課題を設定するのが難しかった。今後数学で培っ

たデータの読み取りなどの力を駆使して、様々な健康に関するデータや環境に関するデータな

どを読み取り、自分で問題を解決できるような人になってほしいと思う。（保健：鈴木佳） 

 保健と数学におけるテーマの検討において、うまく授業が進められるテーマが設定できた。

普段と異なる授業ということもあり、生徒の積極的な授業への参加が見られた。知識構成型ジ

グソー法におけるエキスパート活動の内容を吟味し、なるべく全体で理解してもらえるように

した。同時に簡単すぎずある程度の納得感や達成感のある内容になるように工夫した。その結

果、ジグソー活動やクロストークを通して、多くの生徒に意図を理解してもらえたと感じる。 

 課題は「数学」という特性をどう活かせるかという事で、今回はあまり数学という部分にこ

だわり過ぎなかったのでうまく進んだが、教科横断に数学をどうつなげるかはもっと良い方法

がありそうだ。（数学：佐藤喜） 

（参考文献・引用等） 

・Forbes JAPAN 公式サイト（フォーブス ジャパン）

・日経 BizGate https://bizgate.nikkei.com/

・rightworksBlog https://research.lightworks.co.jp/

・朝日新聞デジタル https://www.asahi.com/relife/article/14690139
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一

国語x数学

教科横断授業
「論理的」とは何か考える

国語と数学の違い

一

国語…作者の思いや読者の考え方などで答え

は人によって異なることが多い

数学…公式や定理などで答えが一 つになる

ょうに取り決められている

「論理的」とは何か？

現時点で「論理的」とはどういうことか、どうい

う状況か、どんな場面で必要か、など自分が

思うことをメモしよう。
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